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広
告
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広
告
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図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
蔵
書
点
検
の
た
め
次
の
と
お
り

休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

本
館　
３
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪

児
玉
分
館　
３
月
９
日
㈪
～
16
日

㈪
★
図
書
館
本
館
☎︎
24-

３
７
４
６
、

児
玉
分
館
☎︎
73-

１
７
８
３

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
２
月
13
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
15
分
、
午
後
０
時
30
分

～
４
時

会
場　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血

を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
に
限
り
ま

す
。

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

※
４
０
０
㎖
採
血
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
は
、
４
０
０
㎖
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
２

０
０
㎖
献
血
は
、
必
要
量
が
集
ま

り
次
第
、
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
を

　
同
時
開
催

対
象　
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
方

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
で
、
ご
協
力

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
シ
ニ
ア
60
～
64
初
回
献
血
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
３
月
末
ま
で
）

　

59
歳
ま
で
の
献
血
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
県
内
の
献
血
ル

ー
ム
や
献
血
バ
ス
で
献
血
を
申
し

込
む
と
、記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象　
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間

に
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方

※
記
念
品
は
無
く
な
り
次
第
終
了
。

★
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎︎
24-

２
０
０
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用

期
限
は
３
月
31
日
㈫
で
す

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
使
用

期
限
を
過
ぎ
る
と
店
舗
で
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
使
用
期
限

を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な

り
、
払
い
戻
し
は
一
切
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
商
品
券
は
、
販
売
期

限
を
過
ぎ
る
と
購
入
が
で
き
ま
せ

ん
。
お
手
元
に
引
換
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
市
内
郵
便
局
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
期
限　
２
月
28
日
㈮
ま
で

使
用
期
限　
３
月
31
日
㈫
ま
で

※
市
内
約
３
０
０
店
舗
で
利
用
で

き
ま
す
。
最
新
の

情
報
は
市
ホ
ー
ム

ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎︎
25-

１
１
７

５
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
専

用
☎︎
25-

１
６
３
７

本
庄
市
地
域
福
祉
審
議
会
委

員
を
募
集

　
「
ふ
く
し
の
杜
ほ
ん
じ
ょ
う
プ

ラ
ン
21
（
第
２
期
本
庄
市
地
域
福

祉
計
画
・
第
２
期
本
庄
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
）」
に
基
づ
く
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
に
当
た
り
、
そ
の

進
行
管
理
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
反
映
す
る
た
め
、

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方

①
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
在
住
又
は
在
勤
し
て
い

る
こ
と

③
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
審
議

　
会
に
出
席
で
き
る
こ
と

④
本
市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員

　
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

募
集
人
数　
３
名

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で

報
酬　
審
議
会
の
出
席
１
日
に
つ

き
６
２
０
０
円

開
催
回
数　
年
１
～
２
回
程
度

応
募　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、「
本
庄
市
に
必

要
な
地
域
福
祉
の
取
組
と
は
」

を
１
２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

て
、
左
記
へ
郵
送
・
持
参
又
は

電
子
メ
ー
ル
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
地
域
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）及
び
支
所
総
務
課（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
で
配
布
、
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先

　
〒
３
６
７-

８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３-

５-

３　

　
本
庄
市
役
所
地
域
福
祉
課

　
*fukusi@

city.honjo.lg.jp

応
募
締
切　
３
月
２
日
㈪
午
後
５

時
ま
で
（
必
着
）

選
考
方
法　
書
類
選
考
（
採
否
は

後
日
文
書
で
通
知
）

★
地
域
福
祉
課
☎︎
25-

１
１
４
２

市
民
体
育
館
閉
館
の
お
知
ら
せ

　
施
設
の
老
朽
度
調
査
の
結
果
や

再
配
置
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
、

３
月
31
日
㈫
で
市
民
体
育
館
は
閉

館
し
ま
す
。
今
後
は
本
庄
総
合
公

園
体
育
館
（
シ
ル
ク
ド
ー
ム
）
及

び
児
玉
総
合
公
園
体
育
館
（
エ
コ

ー
ピ
ア
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
体
育
課
☎︎
25-

１
１
５
２

本
庄
市
議
会
「
議
会
報
告
会
」

　
本
庄
市
議
会
で
は
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
次
の
と
お

り
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
議
会
の
役
割
や
、
議
会
で
審

議
し
た
内
容
な
ど
を
市
議
会
議
員

が
説
明
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

①
２
月
12
日
㈬　
午
後
７
時
～
８

時
30
分　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
多

目
的
ホ
ー
ル

②
２
月
14
日
㈮　
午
後
７
時
～
８

時
30
分　
セ
ル
デ
ィ
大
会
議
室

※
会
場
ご
と
に
担
当
す
る
市
議
会

議
員
は
異
な
り
ま
す
が
、
報
告
内

容
は
同
じ
で
す
。

★
議
会
事
務
局
☎︎
25-

１
１
４
８

観
光
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

ー
ト
補
助
金
令
和
２
年
度
補

助
対
象
事
業
を
募
集

　
市
で
は
、
観
光
振
興
に
向
け
た

自
由
か
つ
独
創
的
な
取
組
を
行
お

う
と
す
る
団
体
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
商
工
観
光
課

（
市
役
所
４
階
）
に
あ
る
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業　
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
特

産
品
の
開
発
な
ど
の
事
業
で
、

補
助
金
交
付
要
綱
の
要
件
を
全

て
満
た
す
も
の

対
象
団
体　
市
内
を
主
な
活
動
拠

点
と
し
て
い
る
法
人
又
は
団
体

で
補
助
金
交
付
要
綱
の
要
件
を

全
て
満
た
す
も
の

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）

審
査　
書
類
審
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
に
よ
り
決
定

応
募　
事
前
相
談
の
う
え
必
要
書

類
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

商
工
観
光
課
で
配
布
）
を
２
月

28
日
㈮
ま
で
に
直
接
左
記
へ

★
商
工
観
光
課
☎︎
25-

１
１
７
４

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　        ★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

本庄市長

取扱店一覧

児玉党を、武蔵武士を見直そう
　昨年秋に本庄市にお越しになった埼玉新聞社の丸山
名誉顧問の講演を聴きました。「本庄市民、埼玉県人
はもっと先人の活躍にスポットを当てて誇りに思うべ
きだ…」。先人とは鎌倉幕府創立に功績のあった武蔵
武士、本庄市民にとっては児玉党の武将たちです。
　源頼朝が鎌倉幕府を開く前の源平合戦、この戦いで
武蔵武士たちは西国に遠征し平家を滅ぼします。頼朝
の死後、承久の変により名実ともに北条武家政権が権
力を確立しますが、その際にかつて遠征した西国に知
行（領地）を与えられて赴任した武蔵武士は大勢いた
と記録されています。中国地方や九州地方には「児
玉」姓を名乗る方が今も大勢おられますが、西国に赴
任した児玉党の末

まつえい
裔であることは確かです。例えば日

露戦争の名将児玉源太郎もその一人です。児玉党ひと
つをとってもその後多くの姓に分かれており、その意
味で武蔵武士の末裔は西国にも数限りなくいると言っ
て良いでしょう。
　西国に赴任した武蔵武士たちを待ち構えていた運命、

それは蒙古襲来、元との戦いでした。「後世の皇
室中心の歴史観からは武士がどうしても過小評価
されてしまうきらいがあり、神風が吹いたから日
本が勝ったことが強調されがちだが、実はとりわ
け西国に赴任した武蔵武士の大いなる活躍があっ
て元軍は博多湾から上陸できなかった。我が国の
勝利は実に武蔵武士のおかげといって良い」と丸
山会長はご自身が丹念に調べた研究の成果を聞か
せて下さいました。実際に多くの古文書から武蔵
武士の活躍は証明されているところです。
　元との戦いで疲弊しながらも新しい領地は与え
られず、やがて鎌倉幕府も滅び室町そして戦国時
代へと移りゆく中、児玉党も武蔵武士も歴史の陰
に消えてしまいました。しかし今は名も無き我ら
の郷土に出自を持つ勇猛な武士団が日本を守った
こと、これは彼らの故郷に住む我々がもっと光を
あて後世に語り継いで行くべきだと思います。


